
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 発行：株式会社ワイズ 
 ワイズ公共データシステム(株) 

 

連絡先：TEL.026-266-0710 FAX.026-266-0845 
 [URL] http://www.wise.co.jp/ 

送信枚数 １枚 

「WISENET」は建設業業務支援ソフト「Wisdom（ウィズダム）」ユーザー様、ワイズ公共データシステム(株)に経営状況分析申請を頂いたお客様、又は資料のご請求を頂き

ましたお客様及び研修会で名刺交換をさせていただきました皆様等に経審に関する最新情報、経審書類作成のワンポイントを紹介、月一回の発行となります。 

内容に関するお問い合わせ、バックナンバーの請求（99 年 2 月号～）は弊社までご連絡下さい。弊社ホームページよりバックナンバーのダウンロードができます（4 月号

は 4月 28 日より可能）。ログインＩＤは「1921」です。入力後、［ログイン］ボタンをクリックして下さい。 → ワイズホームページ http://www.wise.co.jp/ 

発行日 2011 年 4 月 28 日 

＜ 経審指標のせめぎ合い ＞ 

経営事項審査の指標は、大きな項目は変わっていませんが、その中身はその時の時代背景を反映して改正されてきました。その

内容は様々ですが、評価の基軸は、建設業らしさを示す指標（主に完工高（Ｘ１）、技術力（Ｚ））と財務力を示す指標のウェイト

をどのようにするのかにあったと考えています。すなわち、「建設業らしさ」と「財務力」のせめぎ合いです。 
 
このせめぎ合いの起点は、平成１０年、１１年の改正です。従来の完工高競争の是正、急増する建設業者の倒産に対応するため、

完工高（Ｘ１）、技術力（Ｚ）指標の比重の縮減、経営状況分析の比重の拡大と指標の見直しを行いました。その後、このせめぎ

合いは続き、幾多の改正が行われました。（表１参照） 
 
 
 
 
 
 
 
今回の改正（平成２３年４月施行）は建設業らしさの改正に属するものです。（下図参照） 

表１ 

≪ せめぎ合いの歴史 近年の経審の改正 ≫ 

平成１０年 完成工事高の比重の縮減 

技術力の評点分布幅の圧縮 

       経営状況分析の比重の拡大 

 平成１１年 経営状況分析指標の見直し 

 平成１４年 完成工事高評点テーブルの見直し  

 平成１５年  完成工事高評点テーブルの線形化 

 平成１８年 完成工事高評点テーブルの見直し 

 平成２０年 完工高のウェイト引き下げ 

       自己資本額・平均利益額指標（Ｘ２）の採用 

       経営状況分析指標の見直し 

              元請完工高の創設 

       その他の審査項目の見直し 

平成２３年  完成工事高・元請完工高評点テーブルの上方修正 

       技術者に必要な雇用期間の明確化 

       再生企業への減点措置 

       その他の審査項目 新たな評価項目追加 

総合評定値（Ｐ）＝ 

Ｘ１ ×０．２５ （完成工事高） 

Ｘ２ ×０．１５ （自己資本額・平均利益額） 

Ｙ  ×０．２  （経営状況分析） 

Ｚ  ×０．２５ （技術力（技術者・元請完工高）） 

Ｗ  ×０．１５ （その他の審査項目（社会性等）） 

その他の審査項目（Ｗ）において、新たに追加され

た項目も「建設業らしさ」を評価対象としています。

先月号では、建設機械の保有状況について取り上げま

したが、もう一つの追加項目である「ＩＳＯの取得状

況」においても、ＩＳＯの認証範囲に建設業が含まれ

ていない場合には、加点対象から除いています。 

 

経審の評価は、企業評価のひとつであるにもかかわ

らず、「金融機関が与信判断の参考にするなど、経審

は本来の用途以外に活用されている」（中建審ワーキ

ンググループ第１回経営事項審査改正専門部会 平成

１９年）との指摘もあり、建設業界においては重要な

位置を占めています。それだけに、経審に対する要望

も多いと推察されます。この間の改正を振り返りなが

ら現在の経審の特徴を明らかにしていきます。（次月

号に続く。） 

 

ＷＩＳＥＮＥＴ編集部  松  村      清（税理士）
 

 

・完工高（Ｘ１） 

・技術力（Ｚ） 

・その他の審査項目（Ｗ） 

 

・自己資本額及び利益額（Ｘ２）

・経営状況（Ｙ） 

建設業らしさを表す指標 財務力を示す指標 

が今回改正 

された指標 今回改正 


